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□茂木町ふるさと歴史フォーラム「実像の茂木一族」参加記

2015年3月29日、茨城史料ネットは、茂木町教育委員会とともに、昨年開催された「茂木町ふるさと歴史フォーラム」の第二弾として、「実像の茂木一族―よみがえる「もののふ」たちの中世―」を開催いたしました。
これは、中世という時代をテーマに設定し、茂木町を舞台に活躍した「茂木氏」にスポットライトを当てることによって、町の歴史をわかりやすく紹介・説明しようと企画したものであります。

概要については、下記のURLを御参照ください。
URL：http://ibarakishiryou.web.fc2.com/info/motegi2015.jpg

このたび上記の企画につきまして、当会事務局の上岡史拓より参加記を配信いたします。ぜひご一読ください。
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□茂木町ふるさと歴史フォーラム?「実像の茂木一族―よみがえる「もののふ」たちの中世」に参加して

　平成27年3月29日（日）、栃木県茂木町の茂木町民センター別館ホールにおいて、茂木町ふるさと歴史フォーラム?「実像の茂木一族―よみがえる「もののふ」たちの中世―」（主催：茂木町、茂木町教育委員会、茨城史料ネット）が開催されました。
　本フォーラムは2部構成で行われました。まず第1部では、江田郁夫氏（栃木県立博物館学芸部長）が「中世の茂木氏と茂木荘―南北朝・室町時代を中心に―」と題した講演を行いました。氏は、茂木氏の成立・発展に関して、鎌倉期以来「西茂木保（荘）」を本貫地としてきたが、南北朝内乱期を画期として東西茂木保（荘）を一体的に支配するようになったこと、またその支配は安定的なものではなく、永享の乱においては茂木荘を完全に没収されるという危機に見舞われたものの、享徳の乱後にようやく、一円的支配が安定的になったことを指摘しました。さらに、茂木町は、遺跡・文書・景観から中世の名残を色濃く感じられる街であり、「中世のさと」としてまちづくりを推進していくことが提起されました。　　　　
　氏の講演の中で、特に印象に残ったのは、無年号文書の年次比定から茂木城における籠城戦の評価を見直した点です。中世後期の研究では、無年号文書の年次比定は極めて重要な作業であり、年次比定ひとつで歴史像が大きく変わることもありえます。氏はそれを花押の形を検討することによって行い、康正元年～同2年（1455～1456）にかけての茂木城における籠城戦が長期にわたるものであり、それに耐えた茂木城の堅固さを強調しました。文書資料の分析から、町民にとって身近な茂木城が堅固な城であったという、氏の評価を受け、参加者は納得している様子でした。
　第2部は、ヒストリー・トーク「茂木氏と茂木城を語る」と題し、講師の江田氏に加え、当会代表の高橋修氏と事務局幹事の山川千博氏がナビゲーターとして参加しました。休憩時間に会場から募った質問に対する回答を兼ねて、両名から報告を行いつつ、3名でトーク・セッションを行いました。
　山川氏からは、「茂木城の構造と歴史」と題した報告がなされました。茂木城の立地条件や縄張図、発掘調査、文書資料など多角的な視点から、茂木城の構造上の特質や茂木城をめぐる歴史が明らかにされました。その中でも、「城の要となる本丸が手前（市街地）側にあるのは何故か？」という質問に応える形で、「縄張り等から考えると、城の大手は東側にあり、現在の市街地である南側からでは本来の茂木城の姿は見えてこない」と指摘されたことは、市民に対して、研究者として城郭を見る視角を示したという点で、とても印象に残りました。
　高橋氏からは、「茂木氏研究の課題と可能性」と題した報告がなされました。時間の都合上、かなり内容を掻い摘んでの報告となりましたが、とりわけ、かつて永原慶二氏が「茂木文書」を用いて研究を行い、茂木氏を国人領主の典型として研究史上に位置付けたことには大きな意義があること、そして茂木氏が生きたこの茂木の地には優れた歴史的空間があることから、茂木町は中世武士団のふるさと「フィールド・ミュージアム茂木」としてまちづくりを推進するよう提起されたことは、奇しくも江田氏の結論と共通するものであり、会場内の反応から、そうしたまちづくりを行う意欲が高まっているように思えました。
　当日は220名もの方々にご参加いただき、用意していた座席は満席、急遽椅子を追加するほどの盛況ぶりとなりました。当日実施したアンケートには、「充実した時間を過ごすことができた」「今後も歴史フォーラムを続けてほしい」といったご意見を多数いただきました。また、隣接する建物で3月28日（土）～3月29日（日）にかけて行われた、「茂木文書」（複製品）の展示会「茂木文書の世界」にも多くの方々に足を運んでいただきました。
　今回のふるさと歴史フォーラムは、茨城史料ネットが直接レスキューした資料を用いて行ったものではありませんでしたが、当会では文化財・歴史資料を保存し活用していくための活動のお手伝いを、今後とも継続させていきたいと思っております。最後になりますが、本フォーラムの開催にあたってご協力いただきました各団体・機関の皆様に厚く御礼申し上げます。
（文責：上岡史拓 茨城大学大学院 人文科学研究科 修士課程　茨城史料ネット事務局）
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